
─ 69 ─

北
野
経
王
堂
一
切
経
（
北
野
社
一
切
経
）
の
底
本
（
二
）

│　
高
麗
再
雕
版
・
思
渓
版
以
外
の
底
本
（
１
）　
│

佐
々
木　
　
　

勇

（
受
理
日
二
〇
二
〇
年
十
月
五
日
）

〇
、
前
稿
の
概
要
と
本
稿
の
目
的
・
方
法

１
．
前
稿
の
概
要

　

本
稿
の
筆
者
は
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
写
本
を
主
と
す
る
五
〇
四
八
帖
の
「
北
野

経
王
堂
一
切
経
」（
通
称
「
北
野
社
一
切
経
」）
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
を
前（

１
）稿
で
述
べ
た
。

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』の
底
本
に
つ
い
て

１
．
底
本
の
中
心
は
、
高
麗
再
雕
版
で
あ
る
。

２
．
応
永
十
九
年
書
写
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
、
す
べ
て
高
麗
再
雕
版
を
底
本
と

し
て
い
る
。

３
．
巻
第
四
六
一
に
、
高
麗
再
雕
版
の
版
心
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

４
．
高
麗
再
雕
版
の
刻
工
名
「
世
真
」ま
で
も
書
写
し
て
い
る
。

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』以
外
の
底
本
に
つ
い
て

５
．
底
本
の
中
心
は
、
宋
版
思
渓
版
で
あ
る
。

６
．
開
元
寺
版
は
、
思
渓
版
の
欠
を
補
う
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

２
．
本
稿
の
目
的

　

前
稿
に
記
し
た
先
行
研
究
お
よ
び
前
稿
に
よ
っ
て
、
北
野
社
一
切
経
の
主
た
る
底
本
は
、

明
確
に
な
っ
た
。

　

本
稿
は
、
前
稿
末
に
「
高
麗
再
雕
版
・
思
渓
版
以
外
の
北
野
社
一
切
経
底
本
に
つ
い
て
は
、

続
稿
で
述
べ
る
。」と
し
た
、
そ
の
続
稿
の
一
で
あ
る
。

　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
高
麗
再
雕
版
以
外
の
底
本
と
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
紀
要
「
教
育
学
研
究
」第
一
号　

二
〇
二
〇　

六
九

－

七
七以

外
に
お
い
て
思
渓
版
と
開
元
寺
版
と
が
い
か
に
活
用
さ
れ
た
か
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

高
麗
再
雕
版
・
思
渓
版
以
外
の
底
本
の
す
べ
て
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
続
き
は
、
次
号
に
掲
載
す
る
。

　

な
お
、本
稿
も
、大
報
恩
寺
（
千
本
釈
迦
堂
）
現
蔵
の
重
要
文
化
財
「
北
野
経
王
堂
一
切
経
」

の
原
本
調
査
な
く
し
て
は
、
成
し
え
な
か
っ
た
。
閲
覧
に
際
し
、
御
住
職
菊
入
諒
如
猊
下
に

ご
高
配
を
賜
っ
た
。
本
稿
を
起
こ
す
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
明
記
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
。
本
稿
は
、
全
五
〇
四
八
帖
の
約
三
分
の
一
を
原
本
調
査
し
た
範
囲
内
で
、
北
野
社
一

切
経
の
底
本
に
つ
い
て
判
明
し
た
こ
と
が
ら
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
一
切
経
と
の
比
較
の
た
め
、
増
上
寺
・
知
恩
院
・
醍
醐
寺
・
東
寺
・
岩
屋
寺
（
愛

知
県
知
多
郡
南
知
多
町
）・
樹
下
神
社
（
滋
賀
県
大
津
市
北
小
松
）・
瑞
応
寺
（
愛
媛
県
新
居

浜
市
）・
快
友
寺
（
山
口
県
下
関
市
）・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
の
原
本
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
東
京
大
学
図
書
館
・
龍
谷
大
学
図
書
館
の
公
開
画
像
を
活
用
し
た
。
原
本
御
所
蔵
の

各
寺
院
・
所
蔵
機
関
御
当
局
な
ら
び
に
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
・
県
・

市
教
育
委
員
会
の
皆
様
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

３
．
本
稿
の
底
本
認
定
法

　

北
野
社
一
切
経
の
底
本
に
つ
い
て
述
べ
る
に
先
立
ち
、
本
稿
に
お
け
る
底
本
認
定
法
を
記

す
。

　

北
野
社
一
切
経
に
お
い
て
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』の
主
た
る
底
本
と
さ
れ
た
高
麗
版
は
、

一
行
十
四
字
を
基
本
と
す
る
。
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し
か
し
、
思
渓
版
に
も
一
行
十
四
字
の
経
典
が
有
り
、
十
八
字
を
超
え
て
彫
ら
れ
た
も
の

も
存
す
る
。
こ
の
点
は
、
前
稿
に
記
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
一
行
十
四
字
で
あ
る
こ
と
の
み
を
根
拠
に
、
高
麗
版
が
底
本
で
あ
る
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い（

２
）。

　

一
方
、
宋
版
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
は
、
一
行
十
七
字
が
基
本
で
あ
る
。
一
行

の
字
数
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
思
渓
版
と
は
、
分
巻
法
が
異
な

る（
３
）。

　

そ
し
て
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
が
一
函
分
の
音
釈
を
ま
と
め
た
音
釈
帖
を
別
帖
と
す
る

の
に
対
し
、
思
渓
版
は
各
帖
の
巻
末
に
音
釈
を
彫
る
。
だ
が
、
巻
末
音
釈
の
有
る
東
禅
寺
版
・

開
元
寺
版
も
僅
か
な
が
ら
存
し
、
帖
末
音
釈
の
無
い
思
渓
版
も
有
る
た
め
、
こ
れ
も
絶
対
的

な
判
断
基
準
に
は
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
に
は
巻
頭
に
題
記
が
存
し
、
思
渓
版
に
は
そ
れ
が
無
い

の
も
両
者
の
相
違
点
で
あ
る
。た
だ
し
、東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
に
も
題
記
が
無
い
帖
が
有
る
。

　

ま
た
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
各
板
の
柱
刻
が
装
丁
後
も
見
え
る
位
置
に
彫
ら
れ
る
。

し
か
し
、
思
渓
版
は
紙
継
ぎ
に
よ
っ
て
板
端
の
柱
刻
が
隠
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
写
経

は
、
底
本
の
題
記
や
柱
刻
が
見
え
て
い
て
も
、
通
常
は
、
写
さ
な
い
。

　

右
の
よ
う
な
次
第
で
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
判
断
基
準
で
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
右
の
諸
観
点
を
総
合
し
て
底
本
を
判
定
す
る
。

　

そ
れ
で
も
な
お
決
め
が
た
い
場
合
は
、
底
本
と
さ
れ
た
可
能
性
が
残
る
諸
本
の
経
本
文
を

比
較
す
る
。

一
、
北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
お
け
る
高
麗
再
雕
版

以
外
の
底
本

１
．
和
刻
本

　

北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
は
、『
北
野
経
王
堂
一
切
経
目
録
』（
一
九
八
一

年
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
。
以
下
、
単
に
『
目
録
』
と
略
称
す
る
）
記
載
の

と
お
り
、
一
行
十
四
字
の
高
麗
再
雕
版
を
写
し
た
諸
巻
中
に
、
一
行
十
七
字
で
書
写
さ
れ
た

巻
が
混
じ
て
い
る
。『
目
録
』が
記
す
「
時
代
」ご
と
に
ま
と
め
て
挙
げ
る（

４
）。

　
　

①
巻
第
五
〇
一
・
五
〇
四
・
五
〇
六
・
五
六
一
・
五
六
二
・
五
六
五
（
以
上
、﹇
室
町
後
﹈（

５
））。

　
『
目
録
』記
載
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
諸
巻
は
、
各
行
十
七
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
六
巻
は
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
ま
た
は
翌
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
の
書
写
奥

書
を
持
つ
。

　

こ
の
中
、
巻
第
五
〇
一
・
五
〇
四
・
五
〇
六
・
五
六
二
に
は
、
明
応
九
年
の
書
写
奥
書
の
後
、

「
十
巻
内
料
紙
檀
那
宗
清
」「
十
巻
内　

宗
清
」「
十
巻
内　

宗
清　

又
太
良
ヽ
」な
ど
の
書
き

入
れ
が
存
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
欠
け
て
い
た
十
巻
分
の
料
紙
を
宗
清
ら
が
喜
捨
し
、
そ

れ
を
用
い
て
明
応
九
年
に
書
写
さ
れ
た
諸
巻
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
巻
は
、
次
の
ご
と
き
版
心
記
を
写
す
（
た
だ
し
、
巻
第
五
六
五
に
は
無
い
）。

「
六
百
内　

四　
　

巨
」「
六
百　

四
」（
以
上
、
巻
第
五
〇
四
）、「
六
百　

一　

六　

五
」

「
六
百　

一　

六　

十
一
」「
六
百　

一　

六　

十
三
」「
六
百　

一　

六　

十
四
」

「
六
百　
　
　

六　

八
」「
六
百　

一　

六
」「
六
百　
　
　

六
」（
以
上
、
巻
第

五
〇
六
）、「
六
百　

七　

二　

一
」「
六
百　

七　

二　

二
」「
六
百　

七　

二　

三
」

等
（
以
上
、
巻
第
五
六
二
）。

　

古
来
、
日
本
に
お
け
る
『
大
般
若
経
』
写
経
は
、
十
巻
を
一
帙
と
し
た
こ
と
が
、
正
倉
院

文
書
の
記（

６
）事

や
藤
原
公
任
撰
『
大
般
若
經
字
抄
』、
無
窮
会
・
天
理
大
学
・
薬
師
寺
各
蔵
『
大

般
若
経
音
義
』等
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、無
窮
会
本
『
大
般
若
経
音
義
』上
欄
に
別
筆
（
朱
筆
）
で
「
初
百
内
」「
二
百
内
」

等
と
書
き
込
む
よ
う
に
、
十
帙
百
巻
を
ま
と
め
る
こ
と
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
、
判

然
と
し
な
い（

７
）。
平
安
時
代
末
ま
で
の
『
大
般
若
経
』
写
経
に
は
、
右
の
よ
う
な
「
六
百
内　

四　
　

巨
」の
ご
と
き
版
心
記
は
書
写
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
右
の
版
心
記
は
、
宋
版
・
元
版
や
高
麗
版
の
よ
う
に
十
巻
一
函
を
基
本
と
す
る
経

函
収
納
経
の
も
の
で
も
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
、
大
般
若
経
六
百
巻
を
、
十
巻
が
納
ま
る
経
盆
を
置
く
棚
十
段
が
設
け
ら
れ
た

櫃
に
、
百
巻
ず
つ
を
収
め
た
経
櫃
収
納
経
の
版
心
記
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
に
日
本
で
彫

ら
れ
、
各
地
に
印
本
が
現
存
す
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
和
刻
本
の
そ
れ
で
あ
る
。
現
在

報
告
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、「
春
日
版
」「
崇
永
版
」「
東
福
寺
版
」「
五
山
版
」
と
呼
称
さ
れ

て
い
る『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』諸
版
本
が
、「
六
百　

一　

六　

五
」形
式
の
版
心
記
を
持
つ
。

そ
れ
ら
は
、
一
行
十
七
字
を
基
準
と
す
る（

８
）。

　

た
と
え
ば
、
は
じ
め
の
「
六
百
内　

四　
　

巨
」
は
、
巻
第
五
〇
一
か
ら
六
〇
〇
ま
で
を

収
め
る
櫃
の
（
第
一
棚
）
四
巻
目
（
巻
第
五
〇
四
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
巨
」は
、
宋
版

と
同
じ
く
、
原
則
と
し
て
十
帖
を
一
函
に
入
れ
た
、
北
野
社
一
切
経
経
函
の
千
字
文
で
あ
る
。

　

巻
第
五
〇
六
の
版
心
記
「
六
百　

一　

六　

五
」
は
、
よ
り
詳
し
く
、
六
〇
〇
ま
で
を
収

め
る
櫃
の
第
一
棚
第
六
巻
（
巻
第
五
〇
六
）
の
第
五
板
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

　

右
の
版
心
記
か
ら
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
〇
一 

・ 

五
〇
四 

・ 

五
〇
六 

・ 

五
六
一 

・ 



北野経王堂一切経（北野社一切経）の底本（二）
―　高麗再雕版・思渓版以外の底本（１）　―

─ 71 ─

五
六
二
は
、
和
刻
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
を
底
本
と
す
る
、
と
推
測
さ
れ
る
。
同
一
書

式
で
「
明
應
九
年　

正
月
二
十
五
日　

覺
蔵
坊
有
賀
書
写
畢
」
の
奥
書
を
持
つ
巻
第
五
六
五

も
、
和
刻
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』を
書
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

②
巻
第
五
九
三
〜
五
九
八
・
六
〇
〇（
以
上
、﹇
江
戸
﹈）、五
三
七（﹇
首
五
紙
江
戸
補
写
﹈）、

五
九
一
・
五
九
二
（
以
上
、﹇
室
町
／
江
戸
補
写
あ
り
﹈）。

  

巻
第
五
九
三
〜
五
九
八
・
六
〇
〇
は
、
全
巻
江
戸
時
代
の
補
写
に
か
か
り
、
す
べ
て
一
行

十
七
字
で
あ
る
。
巻
第
六
〇
〇
末
に
「
征
夷
大
将
軍
源
綱
吉
公
御
修
復
」
の
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇
一
）
補
修
記
が
あ
る
。

　

巻
第
五
三
七
は
、『
目
録
』
が
記
す
と
お
り
、
巻
首
五
紙
は
、
江
戸
時
代
の
補
写
で
あ
り
、

そ
れ
に
、
一
行
十
四
字
の
応
永
十
九
年
書
写
経
が
継
が
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
巻
第
五
九
一
は
後
半
が
、
巻
第
五
九
二
は
第
二
紙
以
降
が
、
江
戸
時
代
の
補
写
で

あ
る
。
両
巻
と
も
、
巻
首
か
ら
一
行
十
七
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

右
諸
巻
の
経
本
文
お
よ
び
改
行
位
置
は
、
宋
版
思
渓
版
・
開
元
寺
版
等
と
は
一
致
せ
ず
、

宋
版
の
音
釈
も
書
写
し
て
い
な
い
。

　

全
巻
が
江
戸
時
代
の
補
写
で
あ
る
巻
第
五
九
三
を
例
と
し
て
、諸
本
の
対
照
結
果
を
示
す
。

　

ま
ず
、
宋
版
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
は
、
こ
の
巻
第
五
九
三
本
文
を
、
一
行
の

下
に
余
白
を
残
し
て
改
行
す
る
こ
と
が
無
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
北
野
社
一
切
経
は
、
左
の
ご
と
く
改
行
す
る
（
本
文
所
在
は
『
大
正
新
修

大
蔵
経
』の
巻
数
・
頁
数
・
段
・
行
数
で
示
す
。
以
下
同
）。

07.1066a15:

『
爾
時
世
尊　

07.1067a03:

『
復
次
世
尊　

07.1067c14:
『
爾
時
世
尊　

07.1068a10:

『
復
次
善
勇
猛　

07.1068b02: 『
復
次
善
勇
猛  （
以
下
、
省
略
）

　

こ
の
改
行
の
仕
方
は
、
現
在
比
較
で
き
た
諸
本
中
、
右
に
述
べ
た
和
刻
本
（
崇
永
版
あ
る

い
は
春
日
版
）
と
合
致
す
る（

９
）。

　

経
本
文
対
照
結
果
の
初
め
を
示
す
。

大
正
蔵
所
在
北
野
社
一
切
経

和
刻
本

高
麗
蔵

東
禅
寺
版

開
元
寺
版

思
渓
版

07.1066a01:
07.1066a04:
07.1066b20:

恭
敬
圍
繞

小
分
深
義

無
慙
無
愧

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

恭
敬
圍
遶

少
分
深
義

（
同
上
）

恭
敬
圍
繞

少
分
深
義

無
慚
無
愧

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

　

こ
の
先
も
、
北
野
社
一
切
経
と
全
同
な
の
は
、
和
刻
本
の
み
で
あ
る
。

　

以
上
、
明
応
九
年
・
翌
文
亀
元
年
ま
た
江
戸
時
代
の
補
写
に
際
し
て
、
崇
永
版
・
春
日
版

等
と
呼
ば
れ
る
和
刻
本
が
底
本
に
選
ば
れ
て
い
る
。

２
．
万
暦
版
（
嘉
興
蔵
・
径
山
蔵
）

③
巻
第
二
二
七
・
二
二
九
・
二
五
八
・
四
九
一
・
四
九
六
・
四
九
七
・
五
〇
〇
（
以
上
、﹇
江

戸
﹈）。

　

一
行
十
七
字
の
北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』に
、
ま
た
別
の
一
群
が
有
る
。

　

右
七
巻
の
う
ち
、
巻
第
二
二
七
・
四
九
一
は
、『
大
日
本
史
料
』第
七
編
之
十
六
（
一
九
五
七

年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
の
北
野
社
一
切
經
奥
書
お
よ
び
『
目
録
』
に
も
記
さ
れ
て
い

る
通
り
、
明
末
・
清
初
に
江
南
地
方
で
開
版
さ
れ
た
万
暦
版
の
刊
記
「（
前
略
）
萬
暦
丙
午

孟
冬
月
径
山
寂
照
庵
識
」を
奥
書
に
写
す（

１
０
）。
こ
の
二
帖
は
、
一
行
二
十
字
の
万
暦
版
本
文
を
、

一
行
十
七
字
で
改
行
し
、
書
写
し
て
い
る
。

　

巻
第
四
九
一
は
、
万
暦
版
の
音
釈
を
写
す
。
一
行
十
七
字
ま
た
は
十
八
字
で
書
写
を
は
じ

め
る
も
の
の
、
第
二
紙
の
途
中
か
ら
、
底
本
と
し
た
万
暦
版
と
同
じ
く
、
一
行
二
十
字
で
写

し
、
最
終
紙
を
ま
た
一
行
十
七
字
に
戻
す
。
こ
の
巻
に
は
、
元
禄
十
四
年
の
書
写
奥
書
と
補

修
記
と
が
存
す
。

　

巻
第
四
九
六
・
四
九
七
・
五
〇
〇
は
、
こ
れ
も
『
大
日
本
史
料
』『
目
録
』に
記
さ
れ
る
「
金

壇
居
士
于
玉
德
施
妻
呉
氏
遺
貲
刻
此
（
二
行
略
）
天
啓
甲
子
歳
冬
十
二
月
金
沙
顧
龍
山
識
」

の
万
暦
版
捨
銭
刊
記
を
奧
に
写
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
啓
甲
子
歳
（
一
六
二
四
年
）
に
彫

ら
れ
た
万
暦
版
を
底
本
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
巻
第
四
九
七
は
、
最
初
と
最
後
を
一

行
十
七
字
で
、
そ
れ
以
外
は
底
本
万
暦
版
の
一
行
二
十
字
の
ま
ま
に
写
し
て
い
る
。
巻
第

五
〇
〇
に
は
、
万
暦
版
の
音
釈
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
第
五
〇
〇
も
、
一
行
十
七
字

の
行
が
多
い
と
は
い
え
、
十
五
字
・
十
六
字
の
行
が
混
じ
、
一
行
の
字
数
は
一
定
し
な
い
。

　

巻
第
二
二
九
・
二
五
八
に
奥
書
は
な
い
も
の
の
、
巻
頭
で
訳
者
を
「
唐
三
藏
法
師
玄
奘
」

と
し
て
い
る
点
は
、
宋
版
で
は
な
く
、
万
暦
版
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
一
行
の
字
数
は
、

十
七
字
前
後
に
書
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
お
よ
び
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る
補
写
経
に
は
、

一
行
二
十
字
の
万
暦
版
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
、
一
行
十
七
で
書
写
し
よ
う
と
し
た
努
力
の

跡
が
見
ら
れ
る
。

３
．
黄
檗
版

　
『
目
録
』は
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』巻
第
五
九
九
の
一
行
字
数
「
二
十
字
（
黄
檗
版
写
）」

と
し
、
黄
檗
版
が
底
本
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

こ
の
巻
第
五
九
九
に
は
、「
明
和
二
歳
次
乙
酉
五
月
七
日　

常
陸
國
真
壁
郡
下
妻
町
／　

天
龍
圓
福
寺
二
十
二
葉
龍
鍐
」（
原
本
の
改
行
位
置
を
／
で
示
す
。
以
下
同
じ
）
の
奥
書
が
存
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す
る
。
確
か
に
、
北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
九
九
は
、
改
行
位
置
・

音
釈
を
含
め
、
黄
檗
版
と
全
同
で
あ
る（

１
１
）。

　

し
か
し
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』巻
第
五
九
九
は
、
黄
檗
版
と
そ
の
底
本
・
万
暦
版
と
が
、

改
行
位
置
・
音
釈
を
含
め
て
全
同
で
あ
る
た
め
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
万
暦
版
を
写

し
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

　

以
上
、
本
章
で
は
、
北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
底
本
に
つ
い
て
、
左
の

二
点
を
述
べ
た
。

Ａ
．
室
町
後
期
お
よ
び
江
戸
時
代
の
補
写
経
に
は
、
和
刻
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
を
底

本
と
し
た
も
の
が
存
す
る
。

Ｂ
．
元
禄
十
四
年
頃
の
補
写
経
に
は
、
万
暦
版
（
嘉
興
蔵
・
径
山
蔵
）
を
底
本
と
し
た
巻
も

存
す
る
。

　

一
行
二
十
字
の
万
暦
版
を
書
写
す
る
際
に
、
北
野
社
一
切
経
が
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

底
本
の
中
心
と
し
た
高
麗
再
雕
版
の
一
行
十
四
字
で
は
な
く
、
日
本
古
写
経
か
ら
古
版
本
に

引
き
継
が
れ
、
宋
版
・
元
版
一
切
経
で
も
行
な
わ
れ
た
一
行
十
七
字
の
書
式
で
写
そ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

二
、
北
野
社
一
切
経
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』以
外
に
お
け
る
底
本

　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』以
外
の
北
野
社
一
切
経
底
本
の
中
心
は
思
渓
版
で
あ
り
、
開
元
寺

版
で
そ
の
欠
を
補
っ
た
巻
が
有
る
こ
と
を
前
稿
で
述
べ
た
。

　

本
稿
で
は
、
北
野
社
一
切
経
に
お
い
て
思
渓
版
を
底
本
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
特
徴
的

な
例
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
開
元
寺
版
を
底
本
と
し
た
例
を
追
加
す
る
。

０
．
思
渓
版

①
393
守
函
『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』巻
第
二
十
一
、「
十
七
字
」・
応
永
十
九
年
写
本
。

　
『
目
録
』に
は
、「
宋
版
刊
記
写
」と
し
て
、
左
の
刊
記
が
写
さ
れ
て
い
る
。

比
丘
覺
元
刺
血
書
此
論
一
巻
／
上
報
四
恩
下
資
三
有
法
界
衆
／
生
倶
出
苦
輪
齊
成
佛
道

謹
願

　

こ
れ
は
、
思
渓
版
の
数
少
な
い
刊
記
の
一
つ
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
思
渓
版
『
阿
毘
達
磨

倶
舍
論
』
巻
第
二
十
一
の
巻
末
に
は
、
右
の
刊
記
が
、
全
く
同
じ
改
行
位
置
で
彫
ら
れ
て
い

る（
１
２
）。

　

北
野
社
一
切
経
の
本
帖
書
写
者
了
圓
に
と
っ
て
も
印
象
的
な
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
書
写

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
393
守
函
『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』巻
第
二
十
二
、「
十
七
字
」・
応
永
十
九
年
写
本
。

　

北
野
社
一
切
経
の
『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』巻
第
二
十
二
帖
末
音
釈
は
、「
兎
〈
奴
鈎
切
〉
嬰

〈
奴
鈎
切
〉
龜
〈
居
追
切
〉」
な
ど
、「
○
○
切
」
型
の
反
切
で
あ
る（

１
３
）。
こ
れ
も
、
思
渓
版
の
当

該
帖
末
音
釈
三
行
を
、
行
取
り
・
改
行
位
置
も
そ
の
ま
ま
に
、
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
．
開
元
寺
版

　

以
下
は
、「
開
元
寺
版
を
底
本
と
し
た
北
野
社
一
切
経
は
、
他
に
も
存
す
る
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
続
稿
に
記
す
。」と
前
稿
で
予
告
し
た
内
容
に
あ
た
る
。

①
161
女
『
了
本
生
死
經
・
自
誓
三
昧
經
』『
貝
多
樹
下
思
惟
十
二
因
縁
經
・
縁
起
聖
道
經
・

稻

經
』『
八
陽
神
呪
經
・
八
吉
祥
經
・
八
佛
名
號
經
・
盂
蘭
盆
經
』『
報
恩
奉
盆
經
・
浴

像
功
徳
經
・
佛
説
浴
像
功
徳
經
・
校
量
數
珠
功
徳
經
・
曼
殊
室
利
呪
藏
中
校
量
數
珠
功
徳

經
』、「
十
七
字
」・
応
永
十
九
年
写
本
。

　

女
函
全
八
帖
の
う
ち
、
右
四
帖
の
巻
首
に
開
元
寺
版
題
記
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

『
目
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
載
の
通
り
、「
靖
康
元
年
五
月　

日
」
の
開
元
寺
版
題

記
が
写
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
目
録
』は
、『
了
本
生
死
經
・
自
誓
三
昧
經
』以
外
の
、『
貝
多
樹
下
思
惟
十
二
因
縁
經
・

縁
起
聖
道
經
・
稻

經
』
以
下
本
函
七
帖
に
、
帖
末
音
釈
が
存
す
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。
指

摘
の
通
り
、北
野
社
一
切
経
の
本
函
七
帖
末
に
は
音
釈
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。『
了
本
生
死
經
・

自
誓
三
昧
經
』は
、
尾
欠
の
た
め
、
帖
末
音
釈
が
存
し
た
も
の
か
否
か
、
不
明
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
開
元
寺
版
の
本
函
八
帖
の
帖
末
に
、
音
釈
は
無
い
。

　

で
は
、
開
元
寺
版
の
題
記
を
書
写
し
、
帖
末
音
釈
を
持
つ
三
帖
の
音
釈
は
、
開
元
寺
版
音

釈
帖
の
当
該
経
音
釈
を
切
り
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

右
三
帖
の
帖
末
音
釈
と
開
元
寺
版
女
函
音
釈
帖
の
音
釈
と
を
比
較
す
る
と
、
一
致
し
な
い

部
分
が
有
る
。

　

大
き
な
相
違
点
は
、
経
の
配
列
順
で
あ
る
。
北
野
社
一
切
経
は
、『
作
佛
形
像
經
』を
第
一

帖
と
し
、『
曼
殊
室
利
呪
藏
中
校
量
數
珠
功
德
經
』を
最
終
第
八
帖
に
置
く
。
対
し
て
、
開
元

寺
版
『
女
字
函
音
釋
』は
、『
諫
王
經
』か
ら
始
ま
り
、『
曼
殊
室
利
呪
藏
中
校
量
數
珠
功
德
經
』

で
終
わ
る
。
東
禅
寺
版
女
函
音
釈
帖
も
、
開
元
寺
版
と
等
し
い
。

　

ま
た
、
開
元
寺
版
・
東
禅
寺
版
の
音
釈
は
、
第
五
帖
巻
頭
『
如
來
自
誓
三
昧
經
』
の
音
釈

を
第
四
帖
末
『
自
誓
三
昧
經
』に
続
け
て
は
掲
げ
ず
、
女
函
音
釈
帖
の
最
後
に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
北
野
社
一
切
経
は
、『
如
來
自
誓
三
昧
經
』の
音
釈
を
当
該
帖
（
第
六
帖
）
末

に
記
入
す
る
。

　

さ
ら
に
、
開
元
寺
版
・
東
禅
寺
版
は
、『
八
吉
祥
經
』に
八
行
に
亘
る
音
釈
を
注
す
。
一
方
、



思
渓
版
は
「
不
出
字
」
と
し
て
、『
八
吉
祥
經
』
に
音
釈
を
付
さ
な
い
。
北
野
社
一
切
経
は
、

思
渓
版
と
同
じ
く
、『
八
吉
祥
經
』音
釈
は
「
不
出
字
」で
あ
る
。

　

音
釈
本
文
を
比
較
し
て
も
、
北
野
社
一
切
経
の
誤
写
を
除
い
て
、
完
全
に
一
致
す
る
の
は

思
渓
版
の
帖
末
音
釈
で
あ
る
。
な
お
、
北
野
社
一
切
経
は
、
思
渓
版
の
欠
損
字
を
別
字
に
写

し
て
い
る（

１
４
）。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
、
北
野
社
一
切
経
が
思
渓
版
の
音
釈
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。

　

こ
の
事
実
が
判
明
す
る
と
、
開
元
寺
版
の
題
記
を
写
し
た
北
野
社
一
切
経
の
四
帖
が
、
開

元
寺
版
と
思
渓
版
の
ど
ち
ら
の
経
本
文
を
写
し
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
北
野
社
一
切
経
が
思
渓
版
音
釈
を
写
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
『
八
吉
祥
經
』

を
含
む
『
八
陽
神
呪
經
・
八
吉
祥
經
・
八
佛
名
號
經
・
盂
蘭
盆
經
』
に
つ
い
て
、
北
野
社
一

切
経
と
開
元
寺
版
お
よ
び
思
渓
版
の
経
本
文
と
を
比
較
す
る（

１
５
）。

大
正
蔵
所
在

北
野
社
一
切
経

開
元
寺
版

思
渓
版

14.0073b06:
14.0073b11:
14.0073c23:
14.0074a13:
14.0074a15:

靈
鷲
山
中

是　

二
恒
沙

病
疫　

痛
者

 

我
曽
當
共

　

者
令
愈

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

靈
鳥
山
中

是
過
二
恒
沙

病
疫
疾
痛
者

我
曹
當
共

病
者
令
愈

　

以
下
は
、
省
略
す
る
。
右
の
と
お
り
、
北
野
社
一
切
経
は
、
開
元
寺
版
の
経
本
文
を
書
写

し
て
い
る
。

　

開
元
寺
版
題
記
に
続
け
て
開
元
寺
版
本
文
を
書
写
す
る
も
の
の
、
帖
末
音
釈
は
思
渓
版
の

そ
れ
を
書
写
し
た
。

　

こ
の
実
態
か
ら
、
応
永
十
九
年
の
一
切
経
書
写
時
に
目
指
さ
れ
た
の
は
、
思
渓
版
の
書
写
・

奉
納
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
元
寺
版
は
、
底
本
の
思
渓
版
が
欠
け
て
い
た
時
に
、
思

渓
版
を
補
う
た
め
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
219
傳
『
彌
勒
菩
薩
所
問
經
論
』巻
第
二
、「
十
七
字
」・
応
永
十
九
年
写
本
。

　
『
彌
勒
菩
薩
所
問
經
論
』を
、
高
麗
再
雕
版
は
全
九
巻
、
思
渓
版
と
開
元
寺
版
は
共
に
全
六

巻
に
調
巻
す
る
。

　

そ
し
て
、
思
渓
版
と
開
元
寺
版
と
は
、
本
文
と
分
巻
位
置
と
が
異
な
る
。

　

北
野
社
一
切
経
は
、
巻
第
一
・
巻
第
三
〜
六
は
、
底
本
の
思
渓
版
を
帖
末
音
釈
を
含
め
て

写
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
巻
第
四
に
は
、
帖
末
音
釈
が
無
い
。
底
本
と
し
た
思
渓
版
巻
第
四

に
帖
末
音
釈
が
無
い
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
北
野
社
一
切
経
『
彌
勒
菩
薩
所
問
經
論
』巻
第
二
は
、
本
文
と
分
巻
位
置
と
が
、

思
渓
版
で
は
な
く
、
開
元
寺
版
に
一
致
す
る
。
帖
末
音
釈
は
、
無
い（

１
６
）。

　

も
っ
と
も
、
東
禅
寺
版
の
分
巻
位
置
と
改
行
位
置
も
、
開
元
寺
版
に
等
し
い
。
そ
の
た
め
、

東
禅
寺
版
が
底
本
で
あ
る
可
能
性
も
疑
わ
れ
る
。だ
が
、開
元
寺
版
と
東
禅
寺
版
と
で
は
、『
彌

勒
菩
薩
所
問
經
論
』巻
第
二
全
文
中
、
左
の
一
箇
所
が
異
な
る
。

　
　

26.0248b14: 

開
元
寺
版
「
是
菩
薩
種
」―

東
禅
寺
版
「
是
菩
提
種
」

　

北
野
社
一
切
経
の
当
該
箇
所
は
「
是
菩
薩
種
」で
あ
り
、
開
元
寺
版
本
文
と
一
致
す
る
。

　

さ
ら
に
、北
野
社
一
切
経『
彌
勒
菩
薩
所
問
經
論
』巻
第
二
末
に
は
、巻
末
紙
数「
十
七
上
尾
」

が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
北
野
社
一
切
経
の
一
紙
は
四
二
㎝
程
度
と
比
較
的
短
く
、
本
巻
は
全

二
十
六
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
十
七
」
は
、
北
野
社
一
切
経
の
紙
数
で
は
な
い
。

こ
の
「
十
七
上
尾
」
は
、
開
元
寺
版
『
彌
勒
菩
薩
所
問
經
論
』
巻
第
二
の
巻
末
に
記
さ
れ
て

い
る
紙
数
で
あ
る
。
通
常
は
、「
止
」で
「
紙
」を
代
用
し
、「
止
尾
」と
彫
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

開
元
寺
版
『
彌
勒
菩
薩
所
問
經
論
』巻
第
四
末
に
は
「
十
五
帋
尾
」、
巻
第
五
末
・
第
六
末
に

は
「
十
六
止
尾
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
北
野
社
一
切
経
が
依
拠
し
た
開
元
寺
版
『
彌
勒
菩
薩

所
問
經
論
』
巻
第
二
末
で
は
、
板
木
に
欠
損
が
存
し
た
ら
し
く
、「
止
」
が
「
上
」
に
し
か
見

え
な
い
。
書
陵
部
蔵
開
元
寺
版
対
応
箇
所
に
も
、「
十
七
上
尾
」と
摺
ら
れ
て
い
る（

１
７
）。

　

北
野
社
一
切
経
は
、
そ
の
開
元
寺
版
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
て
い
る
。
な
お
、
東
禅
寺

版
の
同
巻
巻
末
紙
数
は
、「
拾
柒
止
尾
」で
あ
る
。

③
187
可
『
大
方
廣
圓
覺
修
多
羅
了
義
經
』巻
上
・
下
、「
十
五
字
」・﹇
室
町
﹈。

　

北
野
社
一
切
経
は
、『
大
方
廣
圓
覺
修
多
羅
了
義
經
』を
上
下
巻
に
分
け
、
そ
れ
を
一
帖
に

ま
と
め
る
。

　

思
渓
版
・
東
禅
寺
版
は
、『
大
方
廣
圓
覺
修
多
羅
了
義
經
』を
上
下
巻
に
分
け
な
い
。
本
経

を
上
下
巻
に
二
分
す
る
の
は
、
開
元
寺
版
で
あ
る
。

　

北
野
社
一
切
経
は
、
本
経
上
巻
は
一
行
十
五
字
で
、
下
巻
は
一
行
十
七
字
で
書
写
し
て
い

る
。『
目
録
』が「
十
五
字
」と
す
る
の
は
、上
巻
部
分
を
指
す
。こ
の
上
巻
の
底
本
に
つ
い
て
は
、

続
稿
で
述
べ
る
。

　

下
巻
の
帖
末
に
は
、「
校
畢　
〈
梵
字
〉（
覺
忍
）〈
花
押
〉
／
願
以
此
結
縁　

生
ゝ
如
説
行

／
二
利
不
退
轉　

全
正
法
久
住　

空
等
〈
花
押
〉」
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
書
写
者
「
空
等
」

の
名
は
、
応
永
十
九
年
書
写
巻
、
応
永
二
十
年
転
読
諸
巻
の
奥
書
に
も
見
ら
れ
る
。

　

巻
下
本
文
は
、
北
野
社
一
切
経
底
本
の
中
心
を
な
す
思
渓
版
と
は
合
わ
ず
、
開
元
寺
版
と

一
致
す
る
。

北野経王堂一切経（北野社一切経）の底本（二）
―　高麗再雕版・思渓版以外の底本（１）　―

─ 73 ─
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ま
た
、北
野
社
一
切
経
・
開
元
寺
版
「
徧
」「
冰
」「
脩
」「
昔
」―

思
渓
版
「
遍
」「
氷
」「
修
」

「

」等
の
本
文
字
体
の
異
同
、
お
よ
び
行
取
り
の
異
同
も
有
る
。
北
野
社
一
切
経
は
、
開
元

寺
版
に
等
し
い
。

　

北
野
社
一
切
経
『
大
方
廣
圓
覺
修
多
羅
了
義
經
』の
巻
下
は
、
開
元
寺
版
を
底
本
と
す
る
。

④
373
造
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』巻
第
十
二
、「
十
七
字
」・﹇
室
町
﹈。

　
『
目
録
』に
、「
宋
版
捨
銭
刊
記
寫
二
行
あ
り
」の
指
摘
が
有
る
。

　

北
野
社
一
切
経
原
本
の
奧
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

十
四
尾
李
保　

閩
県
崇
賢
里
右
修
職
郎
潘
竑
謹
施
財
雕
造
斯
經
一
函
流
通
／
聖
教
薦
嚴

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
考
運
使
學
士
五
郎
妣
宜
人
方
氏
十
二
娘
願
往
生
界
者

　

右
は
、
開
元
寺
版
当
該
帖
末
同
位
置
の
捨
銭
刊
記
で
あ
る（

１
８
）。

　

経
本
文
も
、
誤
写
を
除
き
、
開
元
寺
版
と
一
致
す
る
。

  

ま
た
、「
十
四
尾
李
保
」
は
、
開
元
寺
版
の
紙
数
と
刻
工
名
と
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

開
元
寺
版
は
、『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』巻
第
十
二
を
「
十
四
」板
で
彫
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
北
野
社
一
切
経
は
、『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
十
二
の
書
写
に
、

二
十
一
紙
を
要
し
て
い
る
。
開
元
寺
版
は
一
紙
70
㎝
弱
、
北
野
社
一
切
経
は
一
紙
40
㎝
強
の

た
め
、
紙
数
の
ず
れ
が
生
じ
る
。

　

実
際
の
紙
数
と
は
異
な
る
開
元
寺
版
の
紙
数
と
刻
工
名
と
を
、
北
野
社
一
切
経
は
写
し
て

い
る
。

⑤
257
臨
『
大
乘
法
界
無
差
別
論
・
提
婆
菩
薩
破
楞
伽
經
中
外
道
小
乘
四
宗
論
・
提
婆
菩
薩
釋

楞
伽
經
中
外
道
小
乘
涅
槃
論
』、「
十
七
字
」・﹇
江
戸
﹈。

　

本
帖
は
、「
元
和
五
〈
己
未
〉
二
月
吉
日
」（〈　

〉
内
は
割
書
で
あ
る
。
割
書
の
改
行
を
示

す
こ
と
は
略
す
る
。
以
下
同
）
の
奥
書
を
持
つ
。

　

こ
の
帖
は
、「
臨　

八
巻　

一
」「
臨　

八
巻　

二
」
形
式
の
版
心
記
を
持
つ
。
よ
っ
て
、

底
本
は
思
渓
版
と
は
異
な
る
。
思
渓
版
に
存
す
る
帖
末
音
釈
も
無
い
。

　

こ
の
版
心
記
は
、
東
禅
寺
版
・
磧
砂
版
・
普
寧
寺
版
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
開
元
寺
版
の

版
心
記
と
一
致
す
る
。

　

し
か
し
、
本
帖
の
版
心
記
の
位
置
は
、
開
元
寺
版
と
異
な
る
。

　

開
元
寺
版
本
帖
は
、
全
十
三
板
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
野
社
一
切
経
の
本
帖
版
心
記
は
、

「
二
十
」板
ま
で
有
る
。
本
帖
の
版
心
記
は
、
開
元
寺
版
の
柱
刻
書
式
で
、
一
紙
が
短
い
北
野

社
一
切
経
の
紙
数
を
記
し
て
い
る
。
希
な
例
で
あ
る
。

　

経
本
文
の
比
較
か
ら
も
、
本
帖
の
底
本
が
開
元
寺
版
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
諸
版
経

本
文
と
の
比
較
結
果
の
一
部
を
示
す
。

大
正
蔵
所
在

北
野
社
一
切
経

開
元
寺
版

東
禅
寺
版

思
渓
版

31.0892b15: 
31.0892b24: 
31.0892c25: 
31.0894a12: 
31.0894a17: 

所
依
寶
處
因

善
法
得
安
故

斷
常
皆
悉
難

恒
河
沙

無
有
差
別

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

斷
常
皆
悉
離

（
同
上
）

（
同
上
）

所
依
寶
處
如

善
法
得
安
立
故

（
同
上
）

恒
何
沙

無
言
嗟
別

⑥
257
臨
『
廻
諍
論
』、「
十
七
字
」・﹇
江
戸
﹈。

　
『
目
録
』に「
版
心
写
」と
あ
る
と
お
り
、本
巻
は
、多
く
の
版
心
記
を
写
す
。
ま
ず
、そ
れ
を
、

紙
数
順
に
抜
き
出
す
（
第
二
紙
以
降
の
す
べ
て
に
写
さ
れ
て
い
る
「
臨　

一
巻
」は
省
く
）。

一　

程
亨
、
二
、三
、四
、五　

郭
正
、
六
、七　

呉
□
、
八　

呉
浦
、
九　

鄭
文
、
十　

武
、

十
一　

王
景
、
十
二　

保
、
十
三
、十
四　

李
昌
、
十
五
、十
六　

陳
陸
、
十
八
、十
九　

蔡
大
、
二
十　

介
、
二
十
一　

李
廣
、
二
十
二
。

　

右
は
、
開
元
寺
版
『
廻
諍
論
』
の
柱
刻
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
開
元
寺
版
柱
刻
の
す
べ

て
を
写
し
て
い
る
の
で
は
な
い（

１
９
）。

　

な
お
、
開
元
寺
版
第
二
板
の
柱
刻
五
行
後
下
方
に
彫
ら
れ
た
刻
工
名
「
王
仕
」
を
、
北
野

社
一
切
経
は
写
す
。

　

ま
た
、北
野
社
一
切
経
は
、巻
末
紙
数
「
二
十
三
尾
」と
刻
工
名
「
先
」を
も
写
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
下
に
、「
敏
造
」
が
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
敏
造
」
は
、「
林
敏
造
」
の
「
林
」
を
書
写

し
な
か
っ
た
例
で
あ
ろ
う
。「
林
敏
」は
、
開
元
寺
版
の
印
工
で
あ
る（

２
０
）。

⑦
257
臨
『
止
觀
門
論
頌
・
手
杖
論
』、「
十
七
字
」・﹇
江
戸
﹈。

　

本
帖
巻
末
に
は
、
開
元
寺
版
当
該
帖
の
刻
工
名
「
八
帋
尾
高
元
」
が
、
そ
の
ま
ま
書
写
さ

れ
て
い
る
。思
渓
版
本
帖
に
存
す
る
帖
末
音
釈
も
無
い
。本
帖
は
、開
元
寺
版
を
写
し
て
い
る
。

　

⑤
⑥
⑦
は
、
い
ず
れ
も
257
臨
函
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
257
臨
函
収
納
経
で
も
、
応
永
十
九
年
に
書
写
さ
れ
た
『
十
二
因
縁
論
・
壹
輸
盧

迦
論
・
大
乘
百
法
明
門
論
』
お
よ
び
『
百
字
論
・
解
拳
論
・
掌
中
論
』
は
、
思
渓
版
経
本
文

を
書
写
し
、
思
渓
版
の
帖
末
音
釈
を
も
書
写
し
て
い
る
。

　

こ
の
257
臨
函
に
つ
い
て
も
、
江
戸
時
代
の
補
写
に
あ
た
っ
て
、
底
本
と
す
べ
き
思
渓
版
が

用
意
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
代
用
と
し
て
開
元
寺
版
が
用
い
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。



北野経王堂一切経（北野社一切経）の底本（二）
―　高麗再雕版・思渓版以外の底本（１）　―
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三
、
結
び

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』は
、

１
．
高
麗
再
雕
版
を
底
本
の
中
心
と
す
る
。（
前
稿
）

２
．
室
町
後
期
お
よ
び
江
戸
時
代
の
補
写
経
に
は
、
和
刻
本
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

を
底
本
と
し
た
も
の
が
存
す
る
。（
本
稿
）

３
．
元
禄
十
四
年
頃
の
補
写
経
に
は
、
万
暦
版
（
嘉
興
蔵
／
径
山
蔵
）
を
底
本
と
し
た

巻
も
存
す
る
。（
本
稿
）

　

北
野
社
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』以
外
は
、

４
．
宋
版
一
切
経
「
思
渓
版
」を
底
本
の
中
心
と
す
る
。（
前
稿
）

５
．
宋
版
一
切
経
「
開
元
寺
版
」を
底
本
と
す
る
も
の
も
あ
る
。（
前
稿
・
本
稿
）

　

以
上
の
結
果
を
導
く
作
業
の
中
で
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

　
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
高
麗
再
雕
版
を
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
以
外
は
思
渓
版
を

底
本
と
す
る
こ
と
が
北
野
社
一
切
経
書
写
事
業
当
初
の
計
画
で
あ
り
、
和
刻
本
・
万
暦
版
・

開
元
寺
版
は
、
高
麗
再
雕
版
お
よ
び
思
渓
版
の
欠
を
補
う
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

　

そ
の
補
写
は
、
日
本
古
写
版
経
・
宋
版
と
同
じ
、
一
行
十
七
字
で
実
行
し
よ
う
と
し
た
。

【
注
】

（
１
）佐
々
木 

勇「
北
野
経
王
堂
一
切
経（
北
野
社
一
切
経
）の
底
本（
一
） ―
主
た
る
底
本―

」

（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二
部 

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」
第
68
号
、

二
〇
一
九
年
十
二
月
。

（
２
）
馬
場
久
幸
「
北
野
社
一
切
経
の
底
本
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
の
考
察
」（「
佛
教
大
学
総

合
研
究
所
紀
要
」
二
〇
一
三
年
三
月
）
は
、『
北
野
経
王
堂
一
切
経
目
録
』
で
「
一
行
十
四

字
詰
で
あ
る
」こ
と
を
根
拠
に
、
左
の
諸
経
は
、
高
麗
版
大
蔵
経
が
底
本
で
あ
る
と
し
た
。

087
衣
『
離
垢
施
女
経
』（
一
帖
）、
187
可
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』（
上
下
巻
・

一
帖
）、
539
曲
『
廣
釋
菩
提
心
論
』（
四
巻
・
二
帖
）、『
仏
説
如
幻
三
摩
地
無
量
印
法

門
経
』（
上
中
下
巻
・
二
帖
）、『
一
切
秘
密
最
上
名
義
大
教
王
義
軌
』（
一
帖
）、『
一
字

頂
輪
王
念
誦
儀
軌
』『
瑜
伽
蓮
華
部
念
誦
法
』（
以
上
二
巻
一
帖
）、『
甘
露
軍
荼
利
菩

薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
』（
一
帖
）、『
観
自
在
多
羅
瑜
伽
念
誦
法
』『
聖
觀
自
在
菩
薩

心
眞
言
瑜
伽
觀
行
儀
軌
』（
以
上
二
巻
一
帖
）、『
仏
説
蟻
喩
経
』『
金
剛
寿
命
陀
羅
尼

念
誦
法
』『
觀
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
儀
軌
』（
馬
場
論
文
で
は
落
ち
て
い
る
）（
以
上

三
巻
・
一
帖
）、『
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
觀
行
儀
軌
』『
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
法
』『
仁
王

般
若
念
誦
法
』（
以
上
三
巻
一
帖
）。

　
　

こ
の
馬
場
論
文
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
馬
場
久
幸
『
日
韓
交
流
と
高
麗
版
大
蔵
経
』

（
二
〇
一
六
年
、
法
藏
館
）
第
二
章
第
二
節
に
所
収
さ
れ
た
。

　
　

し
か
し
、
曲
函
の
諸
経
は
、
大
報
恩
寺
蔵
の
原
本
で
は
、
す
べ
て
一
行
十
七
字
で
書
写

さ
れ
て
い
る
。『
北
野
経
王
堂
一
切
経
目
録
』の
記
載
は
、
誤
っ
て
い
る
。
馬
場
論
文
も
記

す
と
お
り
、
曲
函
十
帖
の
千
字
文
凾
号
お
よ
び
経
本
文
は
、
思
渓
版
と
一
致
し
、
高
麗
版

と
は
一
致
し
な
い
。
北
野
社
一
切
経
曲
函
の
諸
経
は
、
思
渓
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。

（
３
）
臼
井
信
義
「
北
野
社
一
切
経
と
経
王
堂　

―

一
切
経
会
と
万
部
経
会―

」（「
日
本
仏
教
」

三
号
、
一
九
五
九
年
三
月
）
は
、
こ
れ
を
根
拠
に
、
北
野
社
一
切
経
の
底
本
が
「
宋
板
湖

州
本
」（
思
渓
版
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
４
）『
北
野
経
王
堂
一
切
経
目
録
』は
、巻
第
十
一
・
二
五
一
〜
二
五
七
・
三
三
九
・
五
三
八
（
以

上
﹇
室
町
﹈）
も
一
行
「
十
七
字
」と
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
行
十
四
字
で
書
写
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
稿
に
述
べ
た
。

（
５
）
以
下
、
前
稿
同
様
、
経
巻
名
の
下
に
『
目
録
』が
記
す
一
行
字
数
と
書
写
の
時
代
と
を
、

「　

」と
﹇　

﹈
内
に
記
す
。
た
だ
し
、
こ
の
経
の
よ
う
に
一
行
十
七
字
で
あ
る
こ
と
を
先

に
記
し
た
場
合
は
、『
目
録
』の
字
数
を
省
略
す
る
。

（
６
）た
と
え
ば
、「
奉
請
大
般
若
経
五
十
六
帙〈
无
四
帙　

第
四
十
帙
欠
三
巻
〉」（
続
々
修「
天

平
十
一
年
四
月
卅
日
」）
な
ど
の
記
事
が
残
る
。

（
７
）
西
大
寺
蔵
『
大
般
若
経
音
義
』永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
写
本
・
京
都
大
学
文
学
研
究

科
図
書
館
蔵
『
経
字
引
』（
言
語2B-20-

貴
重
）
南
北
朝
期
写
本
・
古
梓
堂
文
庫
旧
蔵
大
東

急
記
念
文
庫
蔵
『
大
般
若
経
音
義
』室
町
初
期
写
本
・
木
曽
定
勝
寺
蔵
『
大
般
若
経
音
義
』

明
和
四
年
・
五
年
（
一
四
九
五
・
一
四
九
六
）
写
本
等
に
、
こ
の
「
初
百
内
」の
書
き
込
み

は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
築
島
裕
「
大
般
若
経
音
義
諸
本
小
考
」（「
東
京
大
学
教
養
学
部

人
文
科
学
科
紀
要
」
21
、
一
九
六
〇
年
三
月
）、
同
『
大
般
若
経
音
義
の
研
究
』（
本
文
篇
・

一
九
七
七
年
八
月
、索
引
篇
・
一
九
八
三
年
十
月
、勉
誠
社
）、西
崎
亨
「
西
大
寺
蔵
本
「
大

般
若
経
音
義
」に
つ
い
て　

研
究
と
和
訓
纂
」（「
武
庫
川
国
文
」37
、一
九
九
一
年
三
月
。後
、

西
崎
亨
『
訓
点
資
料
の
基
礎
的
研
究
』（
一
九
九
九
年
、
思
文
閣
出
版
）
に
収
載
）、
山
田

健
三「
木
曽
定
勝
寺
蔵
大
般
若
経
音
義
に
つ
い
て
」（「
信
州
大
学　

内
陸
文
化
研
究
」四
号
、

二
〇
〇
五
年
二
月
）、
参
照
。

（
８
）
川
瀬
一
馬
「
樹
下
神
社
蔵
佐
々
木
崇
永
開
版
の
大
般
若
経 ―

附
，
同
蔵
春
日
版
五
部
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大
乗
経
ほ
か―

」（「
か
が
み
」
20
、
一
九
七
六
年
三
月
）、
同
「
安
土
町
正
禅
寺
蔵
佐
々
木

崇
永
開
版
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（「
か
が
み
」
22
、
一
九
八
七
八
年
五
月
）、
藤
田
励
夫

「「
崇
永
版
」
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
研
究
」（「
仏
教
芸
術
」
276
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）、
同

「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
版
本
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
に
関
す
る
研
究 ―

い
わ
ゆ
る
「
崇
永

版
」と
「
東
福
寺
版
」を
中
心
に―

」（「M
useum

」660
、
二
〇
一
六
年
二
月
）、
山
本
信
吉

『
古
典
籍
が
語
る―

書
物
の
文
化
史―

』（
二
〇
〇
四
年
、
八
木
書
店
）
226
頁
、
佐
々
木 

勇

「
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
１
）
刻
記
の
比
較
に
よ
る
検

討
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二
部 

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」
64
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
）、
等
参
照
。「
春
日
版
」「
崇
永
版
」「
東
福
寺
版
」「
五
山
版
」が
独

立
し
た
別
版
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、今
後
の
課
題
で
あ
る
。
藤
田
論
文
で
は
、「
崇
永
版
」

と
「
東
福
寺
版
」と
に
同
一
版
が
有
る
こ
と
が
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
樹
下
神
社
蔵
本
の
本
文
と
比
較
し
た
。

（
10
）
本
稿
で
は
、
追
認
可
能
で
あ
る
こ
と
を
優
先
し
、
万
暦
版
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書

館
所
蔵
万
暦
版
大
蔵
経
（
嘉
興
蔵
／
径
山
蔵
）
デ
ジ
タ
ル
版
お
よ
び
龍
谷
大
学
図
書
館
貴

重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
依
拠
す
る
。

（
11
）
北
野
社
一
切
経
を
収
め
て
い
た
京
都
北
野
天
満
宮
の
輪
蔵
を
伝
存
す
る
愛
媛
県
新
居

浜
市
瑞
応
寺
蔵
の
黄
檗
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』と
比
較
し
た
。
黄
檗
版
閲
覧
に
際
し
、

お
世
話
く
だ
さ
っ
た
瑞
応
寺
御
当
局
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
12
）
初
印
本
と
言
わ
れ
る
岐
阜
県
長
滝
寺
蔵
思
渓
版
に
も
、
こ
れ
と
同
一
文
・
同
一
書
式

の
刊
記
が
存
す
る
。
な
お
、
思
渓
版
と
分
函
が
異
な
る
開
元
寺
版
・
東
禅
寺
版
は
、『
阿

毘
達
磨
倶
舍
論
』巻
第
二
十
一
を
、
396
満
函
に
収
載
す
る
。

（
13
）
思
渓
版
音
釈
の
反
切
は
、「
◯
◯
反
」
を
主
と
し
つ
つ
も
、「
◯
◯
切
」
形
式
を
混
じ
て

い
る
。
そ
の
由
来
お
よ
び
音
注
の
内
容
検
討
等
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
。

（
14
）
北
野
社
一
切
経
は
、「
芳
」
の
思
渓
版
下
部
欠
損
字
を
「
共
」
と
し
、「
尹
」
の
思
渓
版

右
部
欠
損
字
を
「
手
」と
写
し
て
い
る
。

（
15
）
北
野
社
一
切
経
の
誤
写
・
誤
脱
に
よ
る
異
同
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
例
は
、
省
略

す
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
16
）『
目
録
』
に
は
、『
彌
勒
菩
薩
所
問
經
論
』
巻
第
二
・
四
に
も
音
釈
が
有
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
誤
り
で
あ
る
。

（
17
）
た
だ
し
、
知
恩
院
蔵
本
は
板
木
に
欠
損
が
生
じ
て
い
な
い
段
階
の
印
ら
し
く
、「
十
七

止
尾
」で
あ
る
。

（
18
）
た
だ
し
、
開
元
寺
版
は
、「
十
六
娘
」
で
あ
る
。
北
野
社
一
切
経
は
、
詰
め
て
彫
っ
て

あ
る
開
元
寺
版
の
「
六
」を
「
二
」と
判
読
・
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
19
）
開
元
寺
版
に
は
、「
四　

鍾
才
」「
七　

呉
」「
十
七　

王
大
」等
と
あ
る
。

（
20
）
野
沢
佳
美
「
宋
・
福
州
版
大
蔵
経
の
印
工
に
つ
い
て
」（「
立
正
大
学
東
洋
史
論
集
」20
、

二
〇
一
九
年
三
月
）、『
醍
醐
寺
藏
宋
版
一
切
經
目
録
』（
二
〇
一
五
年
、
汲
古
書
院
）
大
般

若
波
羅
蜜
多
經
巻
第
一
三
一
・
一
三
二
・
一
三
三
等
、
参
照
。
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The Original Text of the Buddhist Canon from Kitanokyōōdō hall（北野経王堂一切経） （２）
─　About the not main original text（１）　─

Isamu Sasaki

Abstract: The Buddhist Canon from Kitanokyōōdō hall（北野経王堂一切経）were written in 1412.
The purpose of this paper is to clarify those original texts.
　The following points were mentioned in the previous paper and this paper. 
１． Most of the original text of Dai-Hannya-kyō（大般若経） is the Korai saichouhan（高麗再雕
版）.

２． There are copy’s of Japanese editions in Dai-Hannya-kyō（大般若経）.
３． There are also copy’s of the Banreki-ban（万暦版） in Dai-Hannya-kyō（大般若経）.
４． Most of the original text of besides the Dai-Hannya-kyō（大般若経） is the Song-dynasty 
Sixi Edition of the Buddhist Canon（宋版一切経思渓版）. 

５． When there was not the Song-dynasty Sixi Edition of the Buddhist Canon（宋版一切経
思渓版）, Kaiyuan temple Edition of the Buddhist Canon（宋版一切経開元寺版） was used  
secondarily.

Key words: the Buddhist Canon from Kitanokyōōdō hall, the Korai Edition of the Buddhist 
Canon, the Song-dynasty Sixi Edition of the Buddhist Canon, the Song-dynasty 
Kaiyuan temple Edition of the Buddhist Canon

キーワード : 北野経王堂一切経，高麗一切経再雕版，宋版一切経思渓版，宋版一切経開元寺版


